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平成24年度の達成率(%)

残留塩素 水質管理目標設定項目（１６）

残留塩素とは、水道水中に消毒効果のある状態で残っている塩素のこ
とをいいます。水道法では、水道水の衛生を確保するため塩素等によ
る消毒を行うことが定められており、同法上、残留塩素が0.1ｍｇ／Ｌ
以上である必要があります。したがって、管理上の濃度は0.1～１ｍｇ
／Ｌとなります。）

ｍｇ／Ｌ １．０以下（０．１以上） ０．２以上０．８以下 100

ジェオスミン 水質基準項目（４２）
水源湖沼等の富栄養化現象に伴い、これを産生するアナベナ等の藍藻
類が大量発生すると原水に含まれることがあり、カビ臭の原因となり
ます。

ｍｇ／Ｌ ０．００００１以下 ０．０００００５以下 100

２－メチルイソボルネオール 水質基準項目（４３）
水源湖沼等の富栄養化現象に伴い、ホルミディウムやオシラトリア等
の藍藻類によって産生され、カビ臭を発生します。

ｍｇ／Ｌ ０．００００１以下 ０．０００００５以下 100

臭気強度（ＴＯＮ） 水質管理目標設定項目（２３）
臭気の強さを定量的に表す方法で、水の臭気のほとんどが感知できな
くなるまで無臭味水で希釈し、臭気を感じなくなった時の希釈倍数で
臭気の強さを示します。

度 ３以下 1以下 100

味 有機物（ＴＯＣ） 水質基準項目（４６）
水中の有機物質を炭素の量で表したもので、有機物等の汚染の度合い
を表します。有機物は、土壌に起因するほか、し尿、下水、工場排水
等の混入によっても増加し、水道水中に多いと渋味を生じます。

ｍｇ／Ｌ ３以下 1以下 83.3

色度 水質基準項目（５０）
水についている色の程度を示すもので、基準値以下であれば、ほぼ無
色な水です。

度 ５以下 １以下 100.0

濁度 水質基準項目（５１）
水の濁りの程度を示すもので、基準値以下であれば、ほぼ透明な水で
す。

度 ２以下 ０．１以下 100

安全 総トリハロメタン 水質基準項目（２７）
原水中の一部の有機物質と消毒剤の塩素が反応して生成されます。ク
ロロホルム、ジブロモクロロメタン、ブロモジクロロメタン、ブロモ
ホルムの合計を総トリハロメタンといいます。

ｍｇ／Ｌ ０．１以下 ０．０４以下 100

※１　給水栓（水道の蛇口）における値

※２　浄水場の浄水池における値（ただし、残留塩素のみ給水栓における値）
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